
６－１ 東海地域とその周辺地域の地震活動（2008年5月～10月） 
Seismic Activity in and around the Tokai Area (May – October 2008) 

 
気象庁 地震予知情報課 

Earthquake Prediction Information Division, JMA 
 
１．東海地域とその周辺地域の地震活動（第1図，第2図） 

2008年5月～2008年10月の東海地域とその周辺地域の月別震央分布を第1図に，主な地震の発震

機構解（下半球等積投影）を第2図に示す． 
 

【静岡県とその周辺】 
今期間，想定震源域内で発生したM4以上の地震はなかった． 
静岡県周辺で発生したM4以上の地震は以下のとおりであった． 

・7月15日山梨県東部・富士五湖（フィリピン海プレートの沈み込みに伴う地震）M4.1 
・7月15日山梨県東部・富士五湖（上記地震の近傍で約1時間後に発生）M4.3 

【愛知県とその周辺】 
今期間，M4以上の地震はなかった． 
以下の期間で長野県南部～愛知県西部での深部低周波地震（低周波微動）活動の活発化が観測

された（本巻「東海地域の低周波地震活動と短期的スロースリップ」の頁参照）． 
・5月15日～19日，25日．愛知県西部～愛知・長野県境．蒲郡・佐久間・春野（静岡県整備）等の

歪計で変化あり（歪変化は5月15日～19日）． 
・8月25日～9月8日，長野県南部～愛知県．佐久間・掛川・春野・本川根（静岡県整備）等の歪計

で変化あり（歪変化は8月25日～9月4日）． 
【伊豆】 

伊豆半島東方沖では顕著な地震活動はなかった．  
 
２．静岡県中西部の地震活動の推移（第3図～第6図） 

第3図及び第4図は，静岡県中西部（図中の矩形領域）のマグニチュード1.1以上の地震について，

地殻内の地震とフィリピン海プレート内の地震に分類して１) 活動推移を見たものである．第5図
は，それらの地震活動指数注1)の変化を示すグラフである．この領域は，固着域と考えられている
2)． 

静岡県中西部の地殻内の微小地震（マグニチュード1.1以上）（第3図）のクラスタ除去注2)前の

地震回数積算図（左下図）では，最近の顕著な地震回数増加が目立つ．これは主に，2007年11月
頃からの森町・掛川市境界付近での活発な地震活動によるものである（第80巻「関東・中部地方

とその周辺の地震活動」の頁参照）．クラスタ除去後の地震回数積算図（右下図）については， 2000
年半ばまでは傾きが急で活発，その後2005年半ばまではやや傾きが緩やかで低調，2005年半ば以

降は再び活発，という傾向が見られる．この傾向は，地震活動指数のグラフでも見られる（第5
図右上）．この地震活動変化は，2001年に始まり2005年半ばまで継続した長期的スロースリップ

（長期的ゆっくり滑り）の進行・停滞に対応しているように見える． 
一方，静岡県中西部のフィリピン海プレート内の微小地震（マグニチュード1.1以上）の活動（第

http://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/report/kaihou80/04_01.pdf
http://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/report/kaihou80/04_01.pdf


4図，第5図右上から２番目）には，特段変化はない．第6図は，静岡県中西部のフィリピン海プレ

ート内の地震活動について，Mの下限をM1.1，M2.0，M3.5と上げて見たものである．M3.5以上の

地震活動を示した最下図より，2001年後半ごろからM3.5以上の地震発生回数が少なく，静穏な状

態が続いていることがわかる．そのような状況の中，2006年12月16日にM4.0，2007年8月31日に

M4.3，2008年1月20日にM4.0の地震が発生した．これらの地震発生により静穏な状態を脱したの

か否かを判断するためには，今後の推移をさらに見る必要がある． 
 

注1）地震活動指数とは，定常ポアソン過程を仮定し，デクラスタした地震回数を指数化したもの

で，指数が高いほど活発であることを示す．基準にした期間は1997年から2001年（5年間）で，

30日と90日と180日の時間窓を30日ずつずらして計算した．指数0～8の9段階の出現確率（%）

はそれぞれ1，4，10，15，40，15，10，4，1である． 
 
注2）地震は時間空間的に群(クラスタ：cluster)をなして起きることが多くある．「本震とその後

に起きる余震」，「群発地震」などが典型的なクラスタで，余震活動等の影響を取り除いて地

震活動全体の推移を見ることを「クラスタ除去」と言う．本稿の静岡県中西部の場合，相互の

震央間の距離が３km以内で，相互の発生時間差が７日以内の地震群をクラスタとして扱い，そ

の中の最大の地震をクラスタに含まれる地震の代表とし，地震が１つ発生したと扱う． 
 

３．愛知県の地殻内及びフィリピン海プレート内の地震活動（第7図～第9図） 
第7図及び第8図は，愛知県の地殻内及びフィリピン海プレート内の地震活動推移を見たもので

ある．また，第9図は愛知県の地殻内とフィリピン海プレート内の地震活動指数の変化を示したグ

ラフである． 
愛知県の地殻内の微小地震（マグニチュード1.1以上）の活動は，最近やや活発である（第7図

右下の地震回数積算図，第9図右上）．既存の地震活動領域での散発的な地震活動である． 
愛知県のフィリピン海プレート内の微小地震（マグニチュード1.1以上）活動には，特段変化は

ない． 
 

４．浜名湖付近のフィリピン海プレート内の地震活動（第10図，第12図） 
第10図は，浜名湖付近のフィリピン海プレート内の微小地震活動（マグニチュード1.1以上）を

見たものであり，第12図は地震活動指数の変化を見たものである． 
【全域（W＋E）】2000年初め頃から活動が低下している．これは主に，2000年は西側領域での活

動低下，2000年後半からは東側領域での活動低下によるものである． 
【西側領域（W）】2001年2月のＭ5.0の地震の前に地震活動が低下し，地震後に回復した．2002年

頃から再度やや地震が少ない状態になったが，2003年に入ってから，静岡・愛知県県境付近の，

定常的なクラスタではないところで活動がやや活発になった．このクラスタでの地震活動は2005
年には低調となり，2006年に入ってからは領域全体で静穏な状態になっている．  

【東側領域（E）】2000年後半から活動指数の低下が続く中，2007年5月～9月に一旦回復傾向が見

られた．10月以降は再び活動の低い状況になっていたが，2008年2月1日に浜名湖の北東でM3.1の
地震が発生し，地震活動が回復傾向となった．しかしその後再び活動の低い状況になっている． 

 



５．駿河湾の地震活動（第11図，第12図） 
第11図は，駿河湾の地震活動推移（マグニチュード1.4以上）を見たものである．地震回数積算

図（右下）及び第12図右下の地震活動指数変化のグラフより，最近は静穏になっていた地震活動

が回復していることがわかる． 
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Fig.1 (a)  Monthly epicenter distribution in the Tokai Districts (May 2008) 
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Fig.1 (b)  Continued (June 2008) 
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B1C(c)� j9ë�2008�7�� 
Fig.1(c)  Continued (July 2008) 
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B1C(d)� j9ë�2008�8�� 
Fig.1 (d)  Continued (August 2008) 
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B1C(e)� j9ë�2008�9�� 
Fig.1 (e)  Continued (September 2008) 
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Fig.1 (f)  Continued (October 2008) 



˚631 ˚731 ˚831 ˚931

˚43

˚53

˚63
 00:42 13/70/8002--00:00 10/50/8002:doireP

˚631 ˚731 ˚831 ˚931

˚43

˚53

˚63

˚631 ˚731 ˚831 ˚931

˚43

˚53

˚63

2

3

4

5

6

7

8

9

M

0

02

04

06

09

k(htpeD )m

B2C(a)� cO!&'()HI�	&_`a�2008�5��7�� 
Fig.2 (a)  Focal mechanism solutions for major earthquakes in the Tokai Districts (May – July 2008) 
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2008/05/06  21:53:12.2
静岡県西部              
 35˚02.1’N   137˚49.2’E
 H: 18KM                  M:3.3

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 268˚ 70˚-162˚ P 129˚ 27˚
NP2 171˚ 73˚ -21˚ T 220˚  2˚
                  N 314˚ 63˚
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2008/05/12  11:47:16.3
長野県南部              
 35˚47.5’N   137˚58.4’E
 H: 10KM                  M:4.0

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 242˚ 71˚-166˚ P 104˚ 23˚
NP2 148˚ 77˚ -20˚ T 196˚  4˚
                  N 295˚ 67˚
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2008/05/22  10:54:38.1
埼玉県南部              
 35˚49.7’N   139˚31.3’E
 H: 88KM                  M:2.7

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 358˚ 68˚ 167˚ P 224˚  7˚
NP2  93˚ 78˚  22˚ T 317˚ 24˚
                  N 119˚ 65˚
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2008/05/27  13:49:23.4
愛知県西部              
 35˚14.1’N   137˚25.5’E
 H: 45KM                  M:2.8

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 262˚ 33˚ -27˚ P 252˚ 50˚
NP2  15˚ 76˚-120˚ T 128˚ 25˚
                  N  23˚ 29˚
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2008/06/04  00:03:59.5
愛知県西部              
 35˚03.0’N   136˚59.7’E
 H: 39KM                  M:3.6

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1  19˚ 33˚ -68˚ P  50˚ 72˚
NP2 173˚ 59˚-104˚ T 273˚ 13˚
                  N 180˚ 12˚

5
N

E

S

W

P

T

2008/06/13  11:21:32.6
長野県南部              
 35˚54.6’N   137˚42.2’E
 H: 12KM                  M:4.7

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 357˚ 69˚   2˚ P 314˚ 13˚
NP2 267˚ 88˚ 159˚ T 220˚ 16˚
                  N  81˚ 69˚
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2008/06/15  21:19:32.7
埼玉県南部              
 35˚50.9’N   139˚24.7’E
 H: 51KM                  M:3.8

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1  21˚ 70˚ -15˚ P 340˚ 25˚
NP2 117˚ 76˚-159˚ T 248˚  4˚
                  N 150˚ 65˚
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2008/06/24  00:42:24.7
東京都多摩東部          
 35˚37.5’N   139˚29.6’E
 H: 70KM                  M:3.3

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 245˚ 21˚  72˚ P 169˚ 25˚
NP2  84˚ 70˚  97˚ T   5˚ 64˚
                  N 262˚  6˚
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2008/07/06  16:30:24.5
東京都多摩東部          
 35˚37.7’N   139˚30.6’E
 H: 70KM                  M:3.1

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 268˚ 20˚  90˚ P 178˚ 25˚
NP2  88˚ 70˚  90˚ T 358˚ 65˚
                  N  88˚  0˚
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2008/07/15  21:37:14.9
山梨県東部・富士五湖    
 35˚31.6’N   138˚59.0’E
 H: 21KM                  M:4.1

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 232˚ 38˚  97˚ P 137˚  7˚
NP2  43˚ 52˚  85˚ T 284˚ 82˚
                  N  46˚  4˚
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2008/07/15  22:23:06.7
山梨県東部・富士五湖    
 35˚31.6’N   138˚59.2’E
 H: 21KM                  M:4.3

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 186˚ 39˚  32˚ P 135˚ 18˚
NP2  70˚ 70˚ 124˚ T  20˚ 52˚
                  N 237˚ 32˚

11
N

E

S

W

P

T

2008/07/15  22:28:11.8
山梨県東部・富士五湖    
 35˚31.6’N   138˚59.4’E
 H: 20KM                  M:2.7

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 200˚ 29˚  27˚ P 155˚ 28˚
NP2  86˚ 77˚ 116˚ T  25˚ 51˚
                  N 259˚ 25˚

12

東海地域の発震機構解（２）

（下半球投影）B2C(b)� j9ë�2008�5��7�� 
Fig.2 (b)  Continued (May – July 2008) 
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Fig.2 (c)  Continued (August – October 2008) 
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2008/08/08  04:35:16.2
福井県嶺南              
 35˚25.2’N   135˚51.3’E
 H: 14KM                  M:4.2

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 178˚ 38˚ 148˚ P  49˚ 19˚
NP2 295˚ 71˚  57˚ T 166˚ 52˚
                  N 307˚ 31˚
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2008/08/08  12:57:09.1
神奈川県東部            
 35˚37.8’N   139˚32.2’E
 H: 30KM                  M:4.6

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 270˚ 22˚  94˚ P 177˚ 23˚
NP2  86˚ 68˚  88˚ T 353˚ 67˚
                  N  86˚  1˚
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2008/08/12  14:55:34.2
山梨県東部・富士五湖    
 35˚29.9’N   138˚57.1’E
 H: 23KM                  M:3.2

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 212˚ 22˚  56˚ P 148˚ 26˚
NP2  68˚ 72˚ 102˚ T 356˚ 61˚
                  N 244˚ 12˚
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2008/08/25  16:15:27.0
静岡県西部              
 34˚53.3’N   137˚59.0’E
 H: 16KM                  M:3.3

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 240˚ 74˚ 171˚ P 105˚  5˚
NP2 332˚ 81˚  17˚ T 197˚ 18˚
                  N   0˚ 71˚
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2008/08/27  07:49:16.7
静岡県中部              
 34˚55.6’N   138˚12.8’E
 H: 30KM                  M:2.9

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1  44˚ 66˚  21˚ P 355˚  3˚
NP2 305˚ 71˚ 155˚ T 263˚ 31˚
                  N  90˚ 59˚
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2008/08/30  18:28:30.1
福井県嶺南              
 35˚25.2’N   135˚51.4’E
 H: 14KM                  M:4.2

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 315˚ 57˚  24˚ P 265˚  8˚
NP2 211˚ 70˚ 145˚ T 169˚ 39˚
                  N   5˚ 50˚
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2008/08/31  14:33:00.6
福井県嶺北              
 35˚58.5’N   136˚22.9’E
 H:  6KM                  M:3.8

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 320˚ 66˚ -13˚ P 280˚ 26˚
NP2  56˚ 78˚-155˚ T 186˚  8˚
                  N  80˚ 63˚
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2008/09/02  14:45:30.8
愛知県東部              
 35˚03.6’N   137˚30.6’E
 H: 41KM                  M:2.7

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 119˚ 52˚-146˚ P 327˚ 48˚
NP2   6˚ 64˚ -43˚ T  65˚  7˚
                  N 161˚ 41˚
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2008/09/03  15:40:55.5
福井県嶺南              
 35˚25.4’N   135˚51.4’E
 H: 14KM                  M:3.4

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 294˚ 73˚  10˚ P 248˚  5˚
NP2 201˚ 80˚ 163˚ T 156˚ 19˚
                  N 352˚ 70˚
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2008/09/07  07:52:54.8
福井県嶺南              
 35˚25.2’N   135˚51.3’E
 H: 14KM                  M:3.2

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 193˚ 60˚ 172˚ P  56˚ 15˚
NP2 287˚ 83˚  30˚ T 154˚ 26˚
                  N 299˚ 59˚
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2008/09/09  13:24:48.5
奈良県                  
 34˚42.6’N   136˚00.3’E
 H: 56KM                  M:3.3

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 307˚ 55˚ -42˚ P 276˚ 52˚
NP2  64˚ 57˚-137˚ T 185˚  1˚
                  N  94˚ 38˚
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2008/09/10  19:03:18.3
愛知県東部              
 34˚59.2’N   137˚29.0’E
 H: 37KM                  M:3.7

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 352˚ 60˚   2˚ P 310˚ 19˚
NP2 261˚ 88˚ 150˚ T 212˚ 22˚
                  N  77˚ 60˚
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2008/09/22  01:05:43.2
愛知県西部              
 34˚57.0’N   137˚23.3’E
 H: 39KM                  M:3.2

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 354˚ 34˚-119˚ P 154˚ 69˚
NP2 207˚ 61˚ -72˚ T 284˚ 14˚
                  N  18˚ 15˚
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2008/09/23  20:53:50.5
三重県南東沖            
 34˚07.8’N   136˚45.3’E
 H: 28KM                  M:3.9

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1  26˚ 72˚  -7˚ P 343˚ 18˚
NP2 118˚ 83˚-161˚ T 251˚  8˚
                  N 138˚ 70˚
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2008/10/01  09:24:58.7
岐阜県美濃中西部        
 35˚25.4’N   136˚30.1’E
 H: 14KM                  M:4.4

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 176˚ 37˚ 127˚ P  60˚ 13˚
NP2 313˚ 61˚  66˚ T 180˚ 65˚
                  N 325˚ 21˚
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2008/10/21  09:20:14.4
静岡県西部              
 34˚48.7’N   137˚57.4’E
 H: 28KM                  M:2.9

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1  46˚ 77˚   7˚ P   1˚  4˚
NP2 315˚ 83˚ 167˚ T 270˚ 14˚
                  N 107˚ 75˚
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2008/10/23  16:00:02.6
静岡県東部              
 35˚22.3’N   138˚57.9’E
 H: 16KM                  M:3.0

    STR DIP SLIP    AZM PLG
NP1 167˚ 56˚  29˚ P 115˚  7˚
NP2  59˚ 67˚ 142˚ T  19˚ 43˚
                  N 212˚ 46˚

17

東海地域の発震機構解（２）

（下半球投影）B2C(d)� j9ë �2008�8��10�� 
Fig.2 (d) Continued (August – October 2008) 
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Fig.3  Seismic activity in the crust in Midwestern Shizuoka Prefecture since 1997 (M%1.1). This area is 
estimated to be the locked zone of the anticipated Tokai earthquake. The figures on the right show 
declustered earthquake activities. 
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Fig.4  Seismic activity in the Philippine Sea slab in Midwestern Shizuoka Prefecture since 1997 (M.1.1). 
The figures on the right show declustered earthquake activities. 
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Fig.5  Time series of seismic activity levels in Midwestern Shizuoka Prefecture since 1997 [The time 
windows for calculating levels are 30days, 90days and 180days. The Levels are plotted every 
30days.] 
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Fig.6  Seismic activity in the Philippine Sea slab in Midwestern Shizuoka Prefecture. The bottom figure 
shows seismic activity since September 1987 (M73.5). This figure shows the quiescence that started 
late in 2001. 
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Fig.7  Seismic activity in the crust in Aichi Prefecture since 1997 (MB1.1). This area is adjacent to the 
locked zone of the anticipated Tokai earthquake. The figures on the right show declustered 
earthquake activities. 



�8�� 34��CDEFGH*IJ-6�����M1.1�7 1997���� 
�89���:;<=>?.@A�� 

Fig.8  Seismic activity in the Philippine Sea slab in Aichi Prefecture since 1997 (MB1.1). This area is 
adjacent to the locked zone of the anticipated Tokai earthquake. The figures on the right show 
declustered earthquake activities. 
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Fig.9� Time series of seismic activity levels in Aichi Prefecture since 1997 [The time windows for 
calculating levels are 30days, 90days and 180days. The Levels are plotted every 30days.] 
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Fig.10  Declustered earthquake activity in the Philippine Sea slab in Hamanako region 
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Fig.11  Seismic activity in Suruga Bay since 1990 (MB1.4). This area includes the Suruga Trough where 
the Philippine Sea Plate is expected to start subducting. The figures on the right show declustered 
earthquake activities. 
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Fig.12� Time series of seismic activity levels in Hamanako and Suruga Bay since 1995 and 1990, 
respectively [The time windows for calculating levels are 90days and 180days. The Levels are 
plotted every 30days.] 
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